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　９月21日㈯に栄小学校体育館とグラウンドに
て北信保育園の運動会が開催されました。
　当日は、天気にも恵まれ、園児の皆さんが練
習の成果を十分に発揮していました。
　また、保護者、地域の方も参加し、子どもた
ちと一緒になって汗をかいていました。

～北信保育園運動会～
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（2）広 報 さ か え令和元年10月１日

　平成30年度の栄村一般会計の決算額は、歳入が38億4,158万円（対前年度比1.0％増）、歳出が36億561万
円（対前年度比0.2%増）となりました。翌年度に繰り越す各種事業の財源1,242万円を控除した実質収支
額は2億2,355万円となっています。

歳出額を村民一人あたりで割ってみると……（平成31年3月31日現在　1,828人で計算）

公債費
163,846円

民生費
243,545円

総務費
474,573円

農林業費
235,985円

商工費
182,697円

土木費
292,024円

教育費
100,153円

衛生費
102,631円

災害復旧費
69,043円

その他
（消防・議会・労働）
107,938円

合　計　　1,972,435円（対前年比78,304円の増）

平成30年度
1 一般会計決算の概要

※注）端数処理を行っているため、合計が一致しない場合があります。

村民皆さんから頂きました 1億7,780万円

昨年度から繰り越された
お金 1億2,316万円

国・県から配分されました 20億7,037万円

借金をしました 2億9,140万円

貯金を下ろしました 9億1,098万円

その他様々な収入です 2億6,787万円

借金を返しました ２億9,951万円

お年寄りや子どもたちの
ために ４億4,520万円

庁舎管理など 8億6,752万円

農林業のために ４億3,138万円

観光や温泉、バス運行の
ために 3億3,397万円

道路橋梁や除雪のために 5億3,382万円

学校や生涯学習のために 1億8,308万円

健康管理やごみ処理のた
めに 1億8,761万円

農地、道路等災害復旧事
業に 1億2,621万円

その他様々な出費 1億9,731万円

残 金 2億3,597万円

Ｈ30・R１年度の2ヵ年事業	
	 ………１，２４２万円
貯　金……１１，０００万円
繰　越……１１，３５５万円

38億4,158万円

36億561万円

収入

支出

村税
1億7,780万円（4.6％）

地方譲与税
6,163万円（1.6％）

利子割交付金
26万円（0％） 

配当割交付金
44万円（0％） 

株式等譲渡所得割交付金
37万円（0％）

地方消費税交付金
3,740万円（1.0％）

自動車取得税交付金
1,447万円（0.4％）

地方特例交付金
34万円（0％） 

地方交付税
15億299万円
（39.1％）

議会費
4,350万円（1.2％）

総務費
8億6,752万円
（24.1％）
内 基金積立
52,246万円

民生費
4億4,520万円
（12.3％）

衛生費
1億8,761万円（5.2％）

労働費
903万円（0.3％）

消防費
1億4,478万円（4.0％）

農林水産業費
4億3,138万円（12.0％）

商工費
3億3,397万円（9.3％）

土木費
5億3,382万円（14.8％）

教育費
1億8,308万円（5.1％）

災害復旧費
1億2,621万円（3.5％）

公債費
2億9,951万円（8.3％）

交通安全対策特別交付金
48万円（0％）

分担金・負担金
1,200万円（0.3％）

使用料・手数料
3,283万円（0.9％）

国庫支出金
2億2,586万円（5.9％）

県支出金
2億2,613万円（5.9％）

財産収入
2,301万円（0.6％）

寄付金
1億6,641万円（4.3％）

繰入金
9億1,098万円（23.7％）

繰越金
1億2,316万円（3.2％）

諸収入
3,362万円（0.9％）

村債
2億9,140万円（7.6％） 歳入

歳入
38億4,158万円

歳出
36億561万円

歳出

決算の状況

栄村の財布
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2 特別会計決算の概要

3 村債と基金の状況（一般会計分）　～村債、基金は減～

　村の借金に当たる村債残高は、社会資本整備総合交付金事業（土合橋架替工事）の借入により前年比２％の増となりました。
　一方、村の貯金に当たる基金残高は、財政調整基金の取崩しの増、栄村震災特別復興基金等の積立額の減により前年度よ
り２億1,715万円減の２２億7,911万円となりました。

（単位：万円）

区分 29年度末
残高

30年度実績 30年度末
残高取崩等 積立

積
立
基
金

財政調整基金 134,471 58,027 17,394 93,838
減債基金 30,000 0 30,018 60,018
ふるさと創生基金 14,472 3,155 702 12,019
克雪対策基金 17,234 0 1 17,235
栄村東日本大震災復
興交付金基金

9,045 10,502 5,846 4,389

栄村震災復興特別基金 29,871 3,496 2 26,377
その他特定目的基金 9,838 15,918 15,420 9,340

定額運用基金 4,695 0 0 4,695
合        計 249,626 91,098 69,383 227,911

（単位：万円）

会　　　計 歳　　入 歳　　出 差　　引 一般会計繰入金
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 26,126 25,002 1,124 1,225
国 民 健 康 保 険（ 施 設 勘 定 ） 11,375 10,376 999 4,332
秋 山 診 療 所 560 558 2 0
後 期 高 齢 者 医 療 2,827 2,791 36 1,410
介 護 保 険 38,707 38,018 689 7,113
簡 易 水 道 15,006 14,767 239 4,770
生 活 排 水 処 理 5,340 5,307 33 1,094
農 業 集 落 排 水 1,590 1,449 141 700
ス キ ー 場 13,481 13,460 21 7,269
ケ ー ブ ル テ レ ビ 5,871 5,840 31 102

合　　　　　計 120,883 117,568 3,315 28,015

※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

30年度実施主要事業
避難所公衆無線LAN環境整備事業 1,663 企業支援事業・新規雇用奨励事業 791
地域おこし協力隊員の配置 1,674 観光施設トイレ整備事業 903
路線バス運行委託（津南～和山線・森～津南線） 1,281 スノーステーション整備事業 4,720
平成２9年10月２２日～２3日発生
台風２1号豪雨災害復旧事業

5,881 防災・安全交付金事業 12,476

平成30年5月２5日発生　長野県北部地震災害復旧事業 2,344 防災マニュアル作成 258

30年度実施主要事業（特別会計）
平成30年５月２5日発生　合併浄化槽災害復旧事業 589 水道施設整備事業（青倉地区） 6,705

（単位：万円）

村債と基金の状況（一般会計分）
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　一般会計に一定の特別会計を合算したものを「普通会計」と言います。本村では、一般会計、ケーブルテレ
ビ特別会計を合算して普通会計を構成しています。通常、地方自治体の財政状況の把握・分析にあたっては、
この「普通会計」が用いられます。

　30年度の普通会計決算は、前年度
に比べ歳入は1.9％増、歳出は1.3％
の増となりました。
　実質収支から前年度の実質収支を
差し引いた単年度収支は5,133万6千
円の黒字となりました。
　単年度収支の黒字要素である積立
金等と赤字要素である積立金取崩額
を精算した実質単年度収支は、4億
3,999万２千円の赤字となりました。

⑴決算収支の状況

⑵性質別歳出の状況

　普通建設事業費は、社会資本整備総合交付金事業（土合橋架替工事）の増が主な要因です。また、積立金
は主に財政調整基金の積立金の減により、前年比13.9％の減となりました。
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地方交付税等
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歳出合計
36億6,298万円

2,135 2,152

1,899

1,927
1,8001,760

1,565
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地方交付税等
投資的経費

人件費
5億4,425万円
（16.2%）

扶助費
7,455万円
（2.2%）

公債費
2億9,990万円
（0.1%）

普通建設費
4億8,605万円
（14.4%）

災害復旧費
1億2,483万円
（3.7%）

物件費
6億9,809万円（20.7%）

維持補修費
1億6,763万円（5%）

補助費等
3億5,813万円
（10.6%）

積立金
6億883万円
（18.1%）

投資出資
0万円（0%）

繰出金
3億72万円（8.9%）

※実質単年度収支とは、単年度収支から実質的な赤字・黒字要素（貯金の出し入れや
借金の繰上返済）を加減したもので、当該年度だけの実質的な収支を表す数値です。

（単位：万円）

区分
歳入
（A）

歳出
（B）

歳入歳出
差引

（A）−（B）
（C）

翌年度
繰越財源
（D）

実質収支
（C）−（D）
（E）

単年度
収支
（F）

積立金
（G）

繰上げ
償還
（H）

積立金
取崩額
（I）

実質単年度
収支

（F）+（G）
+（H）−（I）
（J）

30年度 389,927 366,298 23,629 1,242 22,387 5,134 8,894 0 58,027 △ 43,999
29年度 382,579 361,724 20,856 3,603 17,253 △ 25,450 207 0 19,500 △ 44,743

普通会計決算収支

歳入歳出年度別推移

地方交付税等の推移／投資的経費の推移 平成30年度歳出内訳（性質別）

4 普通会計決算財政分析

決算収支の状況

性質別歳出の状況

※注）「地方交付税等」には臨時財政対策債を含みます。
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財政健全化判断比率・資金不足比率について
平成30年度決算に基づく

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財政の健全度を判断
する指標「健全化判断比率等」を村民の皆さんに毎年公表することが義務
付けられています。
　平成30年度決算に基づく栄村の財政状況は、いずれの指標も国の基準を
下回っておりおおむね健全であるという結果になりました。

◆平成30年度指標◆

【早期健全化基準とは…　】
　イエローカードといわれるもので、
財政が危ない状態と判断され、悪化
した原因を分析し改善計画を作り、
自主的な改善努力により財政の健全
化を図らなければなりません。

【財政再生基準とは…】
　レッドカードといわれるもので、財
政運営がどうにもならない状態と判断
され、財政を立て直す計画を作り、国
等の関与による確実な再生を図らなけ
ればなりません。立ち直るまで、何を
行うにも国にお伺いをしなければなら
ず、村独自では何もできなくなります。

※普通会計決算の詳細は栄村ホームページ（http://www.vill.sakae.nagano.jp/）の
「暮らし情報」→「各課からのお知らせ」からご覧頂けます。

【問合せ先】総務課　財政係　☎0269-87-3112　☎050-3583-2111（直通）

区　分
栄村 早期健全化基準

（イエローカード）
財政再生基準

（レッドカード）平成30度 平成２9年度

①実質赤字比率 ― ― 15.0％ 20.0％
②連結実質赤字比率 ― ― 20.0％ 30.0％
③実質公債費比率 6.1％ 5.9％ 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 ― ― 350.0％

⑤資金不足判断基準 ― ― 20.0％（経営健全化判断基準）

実質赤字比率　該当なし
　普通会計（一般会計、ケーブルテレビ特別会計）が抱
える赤字の規模を示す比率です。
◆本村は黒字のため「該当なし」です。

実質公債費比率　6.1％
　全ての会計や一部事務組合などを含む村全
体の借入金返済額の規模を示します。
◆本村では、6.1％で早期健全化基準を下
回りました。

資金不足比率　該当なし
　水道、下水道、スキー場など、利用した方から使用料をもらって運営している公営企業会計の資金不足額を、公営
企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を表す比率です。
◆当村は、資金不足が生じた公営企業はないため、資金不足比率は該当しません。

将来負担比率　該当なし
　村が今後返済していく借金や、将来支払わなければいけない
可能性のある負担金（退職手当支給予定額）等の現時点での残
高を示す比率です。
◆本村は、基金への積立（貯蓄）が増えたため比率は「該当なし」となりました。

連結実質赤字比率　該当なし
　村の全ての会計の赤字や黒字を合算し、村全体と
しての赤字の規模を示す比率です。

令和2年度
地域発　元気づくり支援金の申請に向けた

事前相談会について
　地域発　元気づくり支援事業では、地域づくりに取り組む公共団体が余裕を持って事業構築し、地域
づくり支援金申請が行えるよう例年1２月中旬に開催している説明会より事前に申請に向けた事前相談会
を開催いたします。
　開催日は10月２5日㈮午後１時30分～４時を予定しております。
　相談会に参加されたい方はご連絡をお願いいたします。

【お問い合わせ】総務課　財政係　☎0269-87-3112
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　防災訓練は、災害時の行政・村
民・関係機関の連携・協力体制を
確立し、一人ひとりが災害にどの
ように備えるかを確認する大切な
機会です。
　今年度は中央地区を対象に、避
難訓練や安否確認訓練を実施し、
その後栄小学校グランドにおいて
防災講習会を開催します。

①避難所への避難訓練（午前8：00～9：30）
　中央地区（野田沢・程久保・大久保・天地）の住民の皆さんが、
一次避難所（公民館等）と二次避難所（栄小学校）への避難訓練を
実施します。消防団員は各地区を巡回します。

②防災講習会（午前9：45～11：30）
　栄小学校グランドにおいて、下記の内容で防災講習会を行います。
楽しく防災について学べる企画をご用意しています。中央地区の方
だけでなく、どなたでもご参加ください！
□栄村消防団・飯山消防署栄分署による救護訓練（心肺蘇生法・応急手当）
□各種体験・訓練
　（火災の煙体験・ガス爆発実験・油火災実験・消火器訓練など）
□栄村消防団による放水訓練
□展示（排水ポンプ車、新型ポンプ車等）
□炊き出し訓練（日赤奉仕団によるきのこ汁の提供、非常用備蓄食料の試食）

訓練内容

△住民参加の消火器訓練 △救助工作車の展示

△消防団員による放水訓練 △ガス爆発実験

昨
年
度
東
部
地
区
で
行
わ
れ
た
防
災
講
習
会
の
様
子

◁同日、役場内では全職員が参集し、
初動対応訓練を行います。

　（写真）昨年の災害対策本部会議訓
練の様子

10月27日㈰に栄村総合防災訓練を行います。
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①
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
防
災
・

安
全
交
付
金
（
道
路
）
事
業
　
村
道
極

野
線
大
瀬
橋
橋
梁
修
繕
工
事

内　

容
：
修
繕
が
必
要
な
村
内
の
橋
を

順
次
修
繕

工　

期
：
令
和
元
年
8
月
1
日
か
ら
令

和
元
年
11
月
29
日
ま
で

契
約
額
：
5
，
6
1
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
有
限
会
社
赤
津
組　

取
締
役

社
長　

島
田
勲

②
　
業
務
名
：
令
和
元
年
度
　
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
（
道
路
）
事
業
　

村
道
箕
作
泉
平
線
改
良
⑵
工
事
　
積

算
・
施
工
監
理
業
務
委
託

内　
　

容
：
村
道
改
良
工
事
の
設
計
や

　

工
事
の
管
理
を
委
託
す
る

履
行
期
間
：
令
和
元
年
5
月
27
日
か
ら

　

令
和
2
年
1
月
31
日
ま
で

契
約
額
：
2
，
6
2
9
，
0
0
0
円

契
約
先
：
公
益
財
団
法
人
長
野
県
建

　

設
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

油
井
均

③　

業
務
名
：
令
和
元
年
度
　
防
災
・

安
全
交
付
金
（
道
路
）
事
業
　
村
道
極

野
線
大
瀬
橋
橋
梁
修
繕
工
事
　
積
算
・

施
工
監
理
委
託
業
務

内　
　

容
：
橋
の
修
繕
工
事
に
伴
う
設

　

計
や
工
事
の
監
理
を
委
託

　

す
る

履
行
期
間
：
令
和
元
年
7
月
26
日
か
ら

　

令
和
2
年
1
月
31
日
ま
で

契
約
額
：
3
8
5
，
0
0
0
円

契
約
先
：
公
益
財
団
法
人
長
野
県
建

　

設
技
術
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

理
事
長　

油
井
均

④　

業
務
名
：
令
和
元
年
度
　
道
路
台

帳
整
備
委
託
業
務

内　
　

容
：
村
道
を
測
量
し
、
道
路
台

　

帳
の
修
正
を
委
託
す
る

履
行
期
間
：
令
和
元
年
7
月
31
日
か
ら

　

令
和
元
年
12
月
27
日
ま
で

契
約
額
：
2
，
5
3
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
株
式
会
社
し
な
測　

代
表

　

取
締
役　

工
藤　

千
麻
琴

⑤
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
村
道
小

赤
沢
6
号
線
舗
装
修
繕
工
事

内　

容
：
小
赤
沢
6
号
線
（
吹
尻
線
）

の
路
面
及
び
路
肩
を
補
修
す

る
も
の

工　

期
：
令
和
元
年
9
月
9
日
か
ら
令

和
元
年
10
月
15
日

契
約
額
：
8
4
7
，
0
0
0
円

契
約
先
：
北
信
舗
道
株
式
会
社　

代
表

取
締
役　

大
島
利
次

⑥
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
栄
村
民

間
賃
貸
住
宅
建
築
水
道
管
布
設
替
工
事

内　

容
：
栄
村
民
間
賃
貸
住
宅
の
た
め

の
水
道
管
を
布
施
替
す
る
た

め
の
工
事

工　

期
：
令
和
元
年
8
月
23
日
か
ら
令

和
元
年
9
月
30
日
ま
で

契
約
額
：
5
，
6
1
6
，
0
0
0
円

契
約
先
：
株
式
会
社
サ
ン 

タ
キ
ザ
ワ

代
表
取
締
役　

福
原
初

⑦
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
浄
化
槽

市
町
村
整
備
推
進
事
業
　
合
併
浄
化
槽

設
置
工
事
（
そ
の
2
）

内　

容
：
合
併
浄
化
槽
の
新
設
・
入
替

工
事

工　

期
：
令
和
元
年
7
月
12
日
か
ら
令

和
元
年
9
月
30
日
ま
で

契
約
額
：
3
，
3
4
8
，
0
0
0
円

契
約
先
：
有
限
会
社　

環
境
さ
か
え

⑧
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
浄
化
槽

市
町
村
整
備
推
進
事
業
　
合
併
浄
化
槽

設
置
工
事
（
そ
の
3
）

内　

容
：
合
併
浄
化
槽
の
新
設
・
入
替

工
事

工　

期
：
令
和
元
年
8
月
2
日
か
ら
令

和
元
年
10
月
31
日
ま
で

契
約
額
：
4
，
7
1
9
，
0
0
0
円

契
約
先
：
有
限
会
社
環
境
さ
か
え

⑨
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
和
山
温

泉
線
転
落
防
護
柵
設
置
工
事

内　

容
：
和
山
集
落
内
に
お
け
る
転
落

　
　
　
　

危
険
箇
所
へ
の
防
護
柵
の
設

　
　
　
　

置
工
事

工　

事
：
令
和
元
年
7
月
22
日
か
ら
令

　
　
　
　

和
元
年
9
月
30
日
ま
で

契
約
額
：
2
，
5
9
2
，
0
0
0
円

契
約
先
：
㈱
竹
花
組
飯
水
営
業
所　

所

　
　
　
　

長　

依
田
裕
明

⑩
　
工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
村
道
平

滝
野
々
海
線
法
面
維
持
工
事

内　

容
：
法
面
崩
落
に
伴
う
整
備
工
事

工　

期
：
令
和
元
年
8
月
1
日
か
ら
令

和
元
年
10
月
31
日
ま
で

契
約
額
：
2
，
9
7
0
，
0
0
0
円

契
約
先
：
㈲
赤
津
組　

取
締
役
社
長　

島
田
勲

⑪　

工
事
名
：
令
和
元
年
度
　
大
巻
川

河
川
美
化
工
事

内　

容
：
大
巻
川
内
の
雑
草
等
の
撤
去

工　

期
：
令
和
元
年
7
月
22
日
か
ら
令

和
元
年
9
月
30
日
ま
で　

契
約
額
：
1
，
5
0
1
，
2
0
0
円

契
約
先
：
㈲
赤
津
組　

取
締
役
社
長　

島
田
勲

令
和
元
年
度

工
事
等
契
約
状
況
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広
島
へ
行
っ
て

	

相
澤
大
夢

　
8
月
5
日
か
ら
6
日
ま
で
の
2
日

間
、
中
学
生
平
和
学
習
派
遣
事
業
と
し

て
、
栄
中
学
校
の
3
年
生
10
名
が
広
島

市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
10
名
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
分
が
初
め
て
広
島
の
原
爆
を
知
っ

た
の
は
、
だ
い
ぶ
前
の
こ
と
。
新
聞
や

本
、
教
科
書
な
ど
で
ち
ら
っ
と
見
る
く

ら
い
だ
。
中
学
3
年
生
に
な
っ
て
か

ら
、
よ
く
原
爆
の
話
を
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
。そ
し
て
自
分
は
広
島
へ
行
っ
た
。

広
島
に
つ
い
た
時
、
広
島
っ
て
ど
ん
な

と
こ
な
ん
だ
ろ
う
。
広
島
っ
て
ど
ん
な

文
化
や
歴
史
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
い

ろ
い
ろ
興
味
が
芽
生
え
た
。
そ
し
て
、

一
番
思
っ
た
の
は
、
原
爆
は
ど
れ
ほ
ど

人
を
傷
つ
け
、恐
ろ
し
い
も
の
な
の
か
。

　

自
分
は
、原
爆
の
被
害
を
受
け
た「
原

爆
ド
ー
ム
」
へ
行
っ
た
。
写
真
で
も
見

た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
て
も
笑

え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
被

害
を
受
け
る
前
の
ド
ー
ム
を
見
た
と

き
、
自
分
は
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

た
。
も
し
も
あ
の
原
爆
が
今
の
時
代
に

落
ち
て
き
た
ら
と
思
う
と
胸
が
苦
し
く

な
る
。

　

ド
ー
ム
を
見
た
後
は
資
料
館
へ
行
き

様
々
な
写
真
や
絵
を
見
た
。
資
料
館
で

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
当
時
の
背
景
を

見
に
来
場
し
て
い
た
。
自
分
も
い
ろ
い

ろ
見
て
回
っ
た
が
、
そ
れ
は
原
爆
ド
ー

ム
以
上
に
恐
怖
を
感
じ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
描
い
た
絵
は
ど
の
絵
も
真
っ
赤
な

色
に
染
め
ら
れ
て
い
た
。
皮
膚
が
焼
け

落
ち
る
絵
や
、
遺
体
の
山
の
絵
、
数
々

の
悲
惨
な
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

自
分
は
、
ま
だ
広
島
の
こ
と
を
よ
く

知
ら
な
い
。
今
回
の
学
習
で
一
番
学
べ

た
こ
と
は
、
平
和
の
尊
さ
で
あ
る
。
今

回
の
学
習
を
機
に
さ
ら
に
広
島
の
歴
史

を
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
。

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
だ
け
で
も

ど
れ
だ
け
熱
く
、
ど
れ
だ
け
苦
し
ん
だ

か
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
実
際
に
資

料
館
に
は
、
当
時
の
服
や
、
8
時
15
分

で
止
ま
っ
た
時
計
が
あ
り
ま
し
た
。
黒

焦
げ
に
な
っ
た
弁
当
や
三
輪
車
な
ど
が

そ
の
ま
ま
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
授
業

で
見
た
こ
と
の
あ
っ
た
写
真
も
実
際
に

見
る
と
写
真
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
戦

争
の
重
々
し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
公
園
に
は
、
雨
の
日
で
も

消
え
な
い
火
が
燈
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

記
念
公
園
に
は
大
き
な
時
計
が
あ
り
ま

し
た
。
時
計
は
く
ね
く
ね
曲
が
っ
た
鉄

で
支
え
て
あ
り
、
鉄
は
強
い
け
ど
、
原

爆
の
力
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
意
味
で

し
た
。
記
念
公
園
の
物
に
は
平
和
に
つ

い
て
一
つ
一
つ
意
味
が
あ
り
、
絶
対
に

戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

平
和
祈
念
式
で
は
、
外
国
人
の
方
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局
の
方

も
た
く
さ
ん
来
て
い
て
、
日
本
に
と
っ

て
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
大
事
な
日
だ

と
思
い
ま
し
た
。
被
害
に
あ
っ
た
人
の

遺
族
の
方
も
参
加
し
て
い
て
、
そ
の
方

か
ら
も
お
話
し
を
聞
き
、
戦
争
に
つ
い

て
の
想
い
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
忘
れ

て
は
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
千

羽
鶴
も
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
し

た
。

　

原
爆
ド
ー
ム
は
、
原
爆
投
下
か
ら
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
場

所
だ
け
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
み
た
い

で
し
た
。
広
島
市
は
、
戦
争
後
か
ら
す

ご
く
発
展
し
て
い
て
、
本
当
に
原
爆
が

落
と
さ
れ
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
で
、
初
め
て
体
験
、
経

験
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。
広
島
で
学
ん
だ
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
し
、
戦
争

の
な
い
国
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
爆
か
ら
学
ん
だ

平
和
へ
の
意
識

世
界
の
平
和

	

岡
　
希
星

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
学
ぶ
8
月
6
日

	

関
澤
麗
花

　

8
月
5
、
6
日
と
広
島
に
行
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
広
島
で
し
た
。
社
会
の

授
業
で
原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
こ
と
が
あ

っ
た
け
ど
、
実
際
に
行
っ
て
肌
で
感
じ

る
空
気
は
全
く
違
い
ま
し
た
。
ま
た
、

資
料
館
で
は
原
爆
投
下
直
後
の
写
真

や
、
Ｃ
Ｇ
で
原
爆
投
下
前
と
後
の
街
並

み
を
映
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一

瞬
に
し
て
も
と
も
と
あ
っ
た
建
物
が
無

　

私
た
ち
は
、
8
月
5
日
、
6
日
の
二

日
間
、
広
島
で
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
、
学
び
ま
し
た
。
1
日
目
は
、
平

和
記
念
公
園
を
見
学
し
、
2
日
目
は
、

平
和
祈
念
式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
2

つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
1
つ
目
は
、原
爆
ド
ー
ム
で
す
。

初
め
て
原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
と
き
、
ま

る
で
そ
こ
だ
け
時
が
止
ま
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
て
、
不
思
議
に
思
い
ま

し
た
。
近
く
で
見
る
と
、
原
爆
ド
ー
ム

の
周
り
に
崩
れ
落
ち
た
レ
ン
ガ
が
あ
っ

て
、
よ
り
そ
の
時
の
ま
ま
の
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
は
、
原
子
爆

弾
投
下
を
知
る
大
切
な
資
料
だ
と
わ
か

っ
た
の
で
、
ま
だ
知
ら
な
い
人
に
教
え
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に
も
、
何
度
も
「
平
和
」
と
い
う
言
葉

が
聞
こ
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
先
戦
争
の
無
い
平
和
な
国
に
な
る

こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。「
平
和
」
を
実
現
す
る
こ

と
の
難
し
さ
も
改
め
て
感
じ
た
式
典
で

し
た
。

　

こ
の
二
日
間
で
僕
は
、
原
子
爆
弾
の

怖
さ
、
そ
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
原
子
爆
弾
の
被
害
国

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
「
平
和
」
を

主
張
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し

た
。

を
し
て
み
て
、
74
年
前
に
こ
の
よ
う
な

悲
惨
な
こ
と
が
起
き
て
、
広
島
の
方
々

が
多
く
亡
く
な
る
こ
と
が
起
き
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
兵
器
を
大
量
に

所
持
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
な

ど
の
国
に
核
兵
器
を
使
っ
て
死
者
を
出

す
こ
と
が
無
い
よ
う
な
平
和
な
国
際
社

会
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

私
の
家
系
に
は
、
被
爆
者
は
い
な
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
も
っ
と
原
爆
に
つ

い
て
家
で
も
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

広
島
へ
行
っ
て

	

関
谷
　
蓮

平
和
学
習
を
振
り
返
っ
て

	

高
野
　
陸

広
島
に
行
っ
て

	

月
岡
こ
ま
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館

で
す
。
資
料
館
に
は
、
当
時
の
様
子
を

撮
影
し
た
写
真
や
絵
、
服
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
衝
撃
を

受
け
た
写
真
が
あ
り
ま
す
。
全
身
は
大

や
け
ど
を
負
い
、
目
玉
が
飛
び
出
て
い

る
人
が
横
た
わ
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

現
実
で
も
、
被
爆
す
る
と
と
て
も
大
変

な
こ
と
が
分
か
り
、
原
子
爆
弾
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
私
は
、

戦
争
は
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
二
日
間
で
当
時
勉
強
し

た
く
て
も
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
中
学
生
が
い
た
こ
と
を
知
り
、
犠
牲

に
な
っ
た
そ
の
人
た
ち
の
分
ま
で
た
く

さ
ん
生
き
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
よ
う

と
決
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
祈
念

式
典
で
小
学
6
年
生
が
ス
ピ
ー
チ
を
し

て
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
の
「
子
ど
も

の
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
私
は
、

学
ん
だ
こ
と
か
ら
事
実
を
教
え
た
り
、

戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
深
く
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
島
で
二
日
間
、戦
争
の
不
必
要
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
良
い
体
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

僕
は
、
教
科
書
な
ど
で
原
爆
ド
ー
ム

や
平
和
記
念
公
園
の
写
真
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
広
島
へ
行

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
実
物
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ず
、
広
島
へ
行
っ
て
原
爆
ド
ー
ム

を
含
む
平
和
記
念
公
園
を
見
ま
し
た
。

実
物
を
見
て
み
る
と
、
僕
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
鉄

で
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
骨
組
み
は
は

っ
き
り
と
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

壁
な
ど
は
な
か
っ
た
り
崩
れ
た
り
し
て

い
て
、
原
子
爆
弾
の
威
力
の
す
ご
さ
を

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
資
料
館
を
見
ま
し
た
。
当
時
の

も
の
、
体
験
談
や
写
真
な
ど
、
色
々
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

原
爆
が
落
ち
る
前
の
広
島
市
の
写
真
と

そ
の
後
の
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
、
1

回
見
た
だ
け
で
も
違
い
が
は
っ
き
り
と

分
か
り
ま
し
た
。
す
ご
い
数
あ
っ
た
建

物
は
一
瞬
に
し
て
消
え
て
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
平
地
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
木
に
も
葉
が
無
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
当
時
の
文
書
や
服
な
ど

か
ら
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
平
和
祈
念
式
典
に
参

加
し
ま
し
た
。
有
名
な
人
か
ら
の
言
葉

　

私
は
、
8
月
5
日
、
6
日
の
二
日
間

に
か
け
て
、
広
島
で
行
わ
れ
た
広
島
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
、
平
和
祈
念
式
典
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
私
た
ち
が
行
っ
た
広
島

と
は
別
に
、
長
崎
で
の
原
爆
を
含
め
て

2
回
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
世
界
で

唯
一
の
被
爆
国
で
す
。
私
は
、
平
和
記

念
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
被
爆
を
し
て
し
ま
っ
て
服
が
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
た
写
真
や
、
原
爆
で
で
き

た
き
の
こ
雲
と
呼
ば
れ
る
雲
が
出
来
あ

が
っ
て
い
る
写
真
な
ど
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
慰
霊
式
と
祈
念
式
典
に
参
加

　

私
は
、
広
島
に
行
っ
て
戦
争
や
原
子

爆
弾
の
投
下
に
つ
い
て
学
び
、
平
和
と

い
う
の
が
ど
れ
だ
け
難
し
く
て
、
ど
れ

だ
け
大
切
な
こ
と
な
の
か
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
学
習
を
通
し
て
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
、
何
十
万
人
も
の
人
が
亡
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
原
子
爆
弾
が

広
島
に
投
下
さ
れ
た
の
は
、
威
力
を
見

る
た
め
に
、
ま
だ
あ
ま
り
被
害
に
遭
っ

て
い
な
い
場
所
を
選
ん
だ
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
威
力
を
見
る
実
験
の
た

め
に
多
く
の
人
の
命
が
犠
牲
に
な
る
な

ん
て
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
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す
。
そ
れ
に
、
原
子
爆
弾
は
長
崎
に
も

投
下
さ
れ
、
そ
こ
で
も
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
爆
に
限

ら
ず
、
戦
争
は
誰
も
が
苦
し
い
生
活
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
核
兵
器
の
使

用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
は
二
度
と
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
戦
争
中
に
は
子
ど
も
も

働
か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
の
時
代
は
子
ど
も
は
学
校
に
行
っ
て

勉
強
を
し
ま
す
。
で
も
、
戦
争
中
は
子

ど
も
で
も
戦
争
に
使
う
兵
器
を
つ
く
る

工
場
で
働
か
さ
れ
た
り
、
訓
練
を
し
た

り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
勉
強
し
た
く

て
も
で
き
な
い
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
だ

と
思
い
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち
が
勉
強

で
き
る
の
は
、
平
和
が
あ
る
か
ら
な
ん

だ
と
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
戦
争
で
親
を

亡
く
し
た
そ
う
で
す
。
関
係
の
な
い
人

た
ち
ま
で
苦
し
む
こ
と
に
な
る
な
ん

て
、
戦
争
は
二
度
と
し
て
は
い
け
な
い

も
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
原
爆
ド
ー
ム
を
残
す
か
壊
す

か
悩
ん
だ
そ
う
で
す
。
で
も
、
み
ん
な

が
戦
争
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
残

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

過
去
に
あ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
次
の
世
代
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
核
兵
器
の

使
用
も
戦
争
も
二
度
と
起
き
な
い
よ
う

に
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

っ
た
原
爆
症
で
す
。
原
爆
症
は
全
身
的

な
機
能
低
下
や
発
育
、
造
血
器
障
害
や

悪
性
腫
瘍
な
ど
の
障
害
が
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
広
島
平
和
記
念
資

料
館
で
は
、
原
爆
症
に
か
か
っ
た
人
た

ち
の
映
像
を
見
ま
し
た
。
と
て
も
苦
し

そ
う
で
長
い
時
間
見
て
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

る
よ
う
に
し
て
、
雨
が
降
っ
て
も
風
が

吹
い
て
も
消
え
な
い
よ
う
に
し
て
い

て
、
毎
日
つ
い
て
い
る
よ
う
に
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

原
爆
が
落
ち
て
、
子
ど
も
た
ち
は
川

に
飛
び
込
ん
だ
り
し
て
い
て
、
で
も
被

害
に
あ
っ
た
人
た
ち
が
多
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
放
射
線
に
よ
る

被
害
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

平
和
祈
念
式
典
で
は
、
平
和
宣
言
や

ひ
ろ
し
ま
平
和
の
歌
な
ど
を
歌
い
、
こ

れ
か
ら
は
平
和
な
国
に
し
て
い
き
た
い

と
言
っ
て
い
て
、
原
爆
は
二
度
と
な
い

よ
う
に
と
思
い
ま
し
た
。

　

広
島
に
行
っ
て
原
爆
の
大
変
さ
や
平

和
に
つ
い
て
色
々
な
こ
と
を
知
れ
て
、

こ
れ
か
ら
は
二
度
と
原
爆
を
落
と
し
た

り
戦
争
は
し
た
く
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

広
島
の
思
い
出

	

廣
瀬
岳
人

広
島
に
行
っ
て

	

広
瀬
り
こ

戦
争
の
怖
さ
を
知
っ
た
広
島
学
習

	

保
坂
　
花

　

こ
の
広
島
平
和
学
習
で
印
象
に
残
っ

た
こ
と
が
4
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
と
名
付

け
ら
れ
た
原
子
爆
弾
の
範
囲
が
4
キ
ロ

以
上
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
4
キ
ロ
以
上

も
範
囲
が
大
き
け
れ
ば
家
も
粉
々
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
死
者
が
14
万
人
く
ら
い

い
た
こ
と
で
す
。
原
爆
に
よ
っ
て
死
亡

し
た
人
数
は
正
確
に
は
つ
か
め
て
い
な

い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
放
射
線
に
よ

る
急
性
障
害
が
納
ま
っ
た
昭
和
20
年
12

月
末
ま
で
に
、
約
14
万
人
が
死
亡
し
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
爆
心

地
か
ら
1
、
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
約
50
％
の
人
が
亡
く

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

3
つ
目
は
、
原
爆
ド
ー
ム
の
歴
史
が

す
ご
か
っ
た
こ
と
で
す
。
原
爆
ド
ー
ム

は
、
広
島
の
人
か
ら
「
早
く
取
り
壊
し

て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
爆
ド

ー
ム
は
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
壊
れ
て

い
っ
て
る
こ
と
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ず
っ
と
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
の
で

悲
し
い
で
す
。

　

4
つ
目
は
、
原
爆
に
あ
っ
た
人
が
な

　

広
島
に
行
っ
て
み
て
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
の
中
に
は
、
三
輪
車
や
黒
い

弁
当
な
ど
が
あ
り
、
原
爆
に
よ
る
被
害

は
、
す
ご
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
他

に
も
写
真
や
動
画
が
あ
り
、
写
真
に
は

原
爆
が
落
ち
る
前
と
後
の
写
真
が
あ
っ

て
、
原
爆
が
落
ち
た
後
は
何
に
も
残
っ

て
な
か
っ
た
り
し
て
、
生
活
が
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

原
爆
ド
ー
ム
で
は
、
壁
な
ど
が
ほ
ぼ

無
く
な
っ
て
い
て
、
前
は
も
っ
と
あ
っ

た
の
が
ど
ん
ど
ん
崩
れ
て
い
っ
て
る
と

聞
い
て
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
平

和
の
時
計
塔
で
は
、
8
時
15
分
に
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
る
と
い
う
こ
と
は
、
8
時
15

分
は
と
て
も
大
切
な
ん
だ
な
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
平
和
記
念
像
で

は
、
は
に
わ
の
形
を
し
て
い
て
工
夫
し

て
作
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
平
和
の
灯
で
は
、
手
で
包
ん
で
い

　

私
た
ち
は
、
新
幹
線
を
乗
り
継
い
で

広
島
ま
で
行
き
ま
し
た
。
小
学
校
の
修

学
旅
行
以
来
、
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
な

い
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
勉
強
に
な

る
出
来
事
で
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
荷
物
を
置
い
た
後
、
原
爆

ド
ー
ム
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
原
爆
投

下
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
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た
ち
が
い
た
場
所
に
今
立
っ
て
い
る
と

思
う
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
資
料
館
に
は
、
ち
ょ
う
ど

建
物
の
解
体
を
し
に
来
て
い
た
中
学
生

の
衣
服
や
、「
し
ん
ち
ゃ
ん
」
と
い
う

3
歳
の
男
の
子
の
三
輪
車
な
ど
、
子
ど

も
の
遺
品
な
ど
が
多
く
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
私
と
同
い
年
の
子
や
ま
だ
小

さ
い
子
の
命
が
た
く
さ
ん
奪
わ
れ
た
と

思
う
と
、
悔
し
い
よ
う
な
切
な
い
よ
う

な
、
何
と
も
言
え
な
い
感
情
に
な
り
ま

し
た
。

　

夕
ご
飯
に
は
、
お
好
み
焼
き
村
と
い

う
所
で
お
好
み
焼
き
を
食
べ
ま
し
た
。

家
で
食
べ
る
生
地
が
多
い
の
と
は
違
っ

て
麺
が
た
っ
ぷ
り
で
、
違
う
食
べ
物
の

よ
う
で
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

2
日
目
は
、式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

開
式
の
1
時
間
以
上
前
か
ら
ホ
テ
ル
を

出
発
し
た
の
に
、
す
で
に
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
外
国
人
の

参
加
者
も
多
く
て
、
当
時
は
敵
国
で
も

原
爆
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を

思
っ
て
く
れ
る
外
国
人
も
い
る
ん
だ
な

と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
千

羽
鶴
も
み
ん
な
で
作
っ
て
持
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
鶴
で
文
字
を
表
し
た
も
の

や
、
す
ご
く
大
き
な
束
に
な
っ
て
い
る

も
の
な
ど
と
て
も
た
く
さ
ん
の
鶴
が
納

め
ら
れ
て
い
て
、
平
和
を
願
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
な
と
実
感
し

た
の
と
、
ま
だ
他
の
国
で
は
戦
争
を
し

て
い
る
所
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
所

に
も
も
っ
と
平
和
を
願
う
人
が
増
え
て

い
っ
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
悲
劇
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た

広
島
で
す
が
、
お
好
み
焼
き
屋
の
店
員

さ
ん
や
、
平
和
記
念
公
園
を
案
内
し
て

く
れ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
な
ど
、
す
ご
く
パ

ワ
フ
ル
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
良
い
場

所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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僕
は
、
8
月
5
日
、
6
日
に
広
島
へ

行
っ
て
平
和
に
つ
い
て
学
び
、
平
和
祈

念
式
典
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
平
和
公
園
を
見
学
し

ま
し
た
。
慰
霊
碑
や
平
和
の
鐘
、
平
和

の
灯
な
ど
が
あ
り
、
戦
争
を
二
度
と
起

こ
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
広
島
の
人

た
ち
や
被
爆
者
の
思
い
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
初
め
て
原
爆
ド
ー
ム

を
見
ま
し
た
。
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

て
か
ら
今
ま
で
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
の

形
を
し
て
い
て
、
戦
争
と
い
う
も
の
を

少
し
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
原
爆
ド
ー
ム
を
こ
れ
か
ら
先

も
残
し
て
、
戦
争
は
絶
対
に
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

と
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
当

時
の
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
痛
々

し
い
写
真
や
体
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が

あ
る
写
真
が
あ
り
、
原
子
爆
弾
の
威
力

の
す
ご
さ
を
写
真
を
通
し
て
感
じ
ま
し

た
。
他
に
も
、
少
し
時
間
が
経
っ
た
後

に
体
調
が
悪
く
な
り
亡
く
な
っ
た
人
も

多
く
い
て
、
原
子
爆
弾
は
長
期
に
渡
っ

て
人
を
苦
し
め
た
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
戦
争
時
に
使
っ
て
い
た
服
や
原
子

爆
弾
に
よ
っ
て
真
っ
黒
に
な
っ
た
お
弁

当
や
水
筒
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
も

の
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
広
島
に
行
っ
て
、
原
爆
資
料
館

を
見
て
、
原
子
爆
弾
の
威
力
の
す
ご
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
思
い
も
強
く
な
り
ま
し
た
。
日
本

に
は
過
去
に
戦
争
が
あ
っ
て
、
多
く
の

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

第
47
回
武
蔵
村
山
市
民

駅
伝
競
走
大
会
参
加
者

の
募
集

栄
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
者
募
集

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
販
売
1
等
前
後
賞

合
わ
せ
て
5
億
円
‼

　

12
月
8
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
、
第
47

回
武
蔵
村
山
市
民
駅
伝
競
走
大
会
に
出

場
す
る
栄
村
チ
ー
ム
の
選
手
を
募
集
し

ま
す
。

◇
行
程
（
1
泊
2
日
）

　

12
月
7
日
㈯
栄
村
出
発

　

8
日
㈰
大
会
参
加　

夕
方
帰
村

◇
コ
ー
ス　

　

市
内
2
周
（
6
区
間
14
・
87
㎞
）

◇
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
の
村
民

　
（
村
出
身
者
含
）

◇
募
集
人
員

　

15
名
（
う
ち
中
学
生
8
名
程
度
）

◇
申
込
期
限

　

10
月
31
日
㈭

◇
募
集
チ
ラ
シ
配
置
場
所

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

秋
山
支
所

◇
そ
の
他

　

詳
し
い
内
容
は
募
集
チ
ラ
シ
又
は
教

　

育
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

◇
期
日　

10
月
26
日
㈯　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

受
付
開
始
午
前
9
時

◇
会
場　

横
倉
農
村
広
場
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

◇
主
催　

栄
村
教
育
委
員
会

◇
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
で
村
内
に

　

在
住
若
し
く
は
在
勤
す
る
者

◇
申
込　

10
月
18
日
㈮
ま
で
に
教
育
委

　

員
会
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
和
学
習
か
ら
学
ん
だ
こ
と

	

宮
川
康
介

販
売
期
間　

令
和
元
年
9
月
24
㈫
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
18
日
㈮
ま
で

抽
選
日　
　

令
和
元
年
10
月
30
日
㈬

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
者
対
策
な
ど
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
長
野
県
の
販

売
実
績
に
よ
り
配
分
さ
れ
ま
す
の
で
、

県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.51

　

秋
山
協
力
隊
の
杉
森
で
す
。
栄
村
の

皆
様
に
ご
報
告
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ

の
10
月
末
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退

任
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
本

来
な
ら
ば
３
年
で
契
約
満
了
と
な
り
ま

す
が
今
ま
で
手
掛
け
て
い
た
仕
事
に
段

落
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
、
積
雪
前
に
栄

村
を
去
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
6
ヶ
月
秋
山
郷
で
の
暮
ら

し
は
、
街
で
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い

た
ら
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
事
ば
か
り

で
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
本
当
に
貴
重

な
体
験
の
連
続
で
し
た
。

　

活
動
中
は
皆
様
か
ら
応
援
の
言
葉
を

沢
山
か
け
て
頂
き
、
栄
村
の
事
を
沢
山

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
作
り
や
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
の
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
出
会
え
た
人
達
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
特
に
長
野
県
内
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
の
出
会
い
は
今
と
な
っ
て

は
大
切
な
仲
間
と
な
り
、
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
す
。

　

私
は
秋
山
郷
が
好
き
で
す
。
雄
大
な

自
然
に
包
ま
れ
、素
朴
で
温
か
い
人
々
。

し
か
し
、私
が
こ
の
地
で
一
人
生
業
い
、

生
き
て
い
く
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
秋
山
郷
に
暮
ら
し
て

大
切
な
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
私
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な
人
た

ち
の
存
在
で
す
。
離
れ
て
暮
ら
し
て
み

て
自
分
の
家
族
や
仲
間
と
の
時
間
が
い

か
に
大
切
な
も
の
か
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
置
い
て
一
人
こ
こ
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
は
私
に
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
私
自
身
の
事
で
す
。

栄
村
、
秋
山
郷
に
は
可
能
性
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
に

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
訪
れ
る
事
で
し

ょ
う
。
そ
の
出
会
い
の
一
つ
一
つ
を
是

非
、
宝
物
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
頂
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
こ

れ
で
お
別
れ
の
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
で
き
た
秋
山
郷
と
の

ご
縁
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

栄
村
、
秋
山
郷
の
皆
様
、
2
年
6
か

月
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
秋
山
協
力
隊　

杉
森
奈
那
子
）

　9月8日に、元ＮＨＫ「ためしてガッテン」専任ディレクターの北折一さん
を講師に招いて健康増進講演会が開催されました。村内、村外から大勢の方に
来場していただきました。
　「ガッテン流　ラクして得する健康づくり術」というメインテーマのもとに、
健康づくりの重要性について理解を深め、さらに健康づくりに対し関心を持ち、
日常的に健康づくりに関する正しい行動がとれるようになることを目的とし、
多岐に渡る内容の講演でした。
　参加いただいた方からは、「2時間があっとい
う間だった」「ダイエットを始めてみようと思っ
た」「家族の生活の為にも勉強になった」等様々
な感想をいただきました。
　なお、健康増進係では今年度もう一回講演会を
企画中ですので、そちらへもぜひ足を運んでくだ
さい。

よ りだ健保
健康増進講演会が開催されました
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軽
自
動
車
税
の

改
正
に
つ
い
て

農
耕
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
を

お
持
ち
の
方
へ

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
は
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
か
？

　

税
制
改
正
に
よ
り
令
和
元
年
10
月
か

ら
軽
自
動
車
税
に
「
環
境
性
能
割
」
が

創
設
さ
れ
ま
す
。
現
行
の
軽
自
動
車
税

は
「
種
別
割
」
に
名
称
が
変
更
と
な
り

ま
す
が
、
改
正
に
伴
う
税
率
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
環
境
性
能
割
」
の
創
設
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
の
消
費

税
率
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
時

に
、自
動
車
取
得
税（
県
税
）を
廃
止
し
、

軽
自
動
車
税（
村
税
）に「
環
境
性
能
割
」

が
創
設
さ
れ
ま
す
。
令
和
元
年
10
月
１

日
以
後
の
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の
取

得
に
対
し
適
用
さ
れ
、
新
車
・
中
古
車

を
問
わ
ず
取
得
さ
れ
た
車
両
（
取
得
価

格
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
）
に
対
し

課
税
さ
れ
ま
す
。（
当
該
軽
自
動
車
の

燃
料
基
準
に
応
じ
た
税
率
を
適
用
）「
環

境
性
能
割
」は
村
の
税
と
な
り
ま
す
が
、

当
分
の
間
は
、
長
野
県
が
賦
課
徴
収
を

行
い
ま
す
。

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
（
乗
用
装
置
の

あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田

植
機
等
）
や
小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ

ー
ク
・
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ

等
）
は
、
公
道
を
走
行
し
な
い
車
両
や

現
在
使
用
し
て
い
な
い
車
両
で
も
所
有

し
て
い
れ
ば
ナ
ン
バ
ー
登
録
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
当
な
理
由
な
く

申
告
等
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
栄
村

税
条
例
に
基
づ
き
過
料（
10
万
円
以
下
）

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

お
手
続
の
際
は
、
申
告
に
必
要
な
も

の
を
お
持
ち
の
う
え
、
役
場
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

区　分 手　　続 持　　ち　　物

登 録
購入 型式等記載のある書類・所有者の認印
転入（廃車済） 廃車申告受付書・所有者の認印
転入（未廃車）　※標識付 他市町村の標識・標識交付証明書・所有者の認印

名義変更
譲受（廃車済）

廃車申告受付書・新しい所有者の認印
譲渡証明（譲渡人の印が押してあるもの）

譲受（未廃車）　※標識付 標識・標識交付証明書・新しい登録者の認印
廃車（栄村ナンバー） 標識・標識交付証明書・所有者の認印
盗難被害にあった場合 盗難届の受理番号等・所有者の認印・標識交付証明書

　今年の６月から実施しているお手伝い事業ですが、今までに10件ほど依頼がありました。今回利用者・支
援者の方にお話を聞きましたので紹介します。

　今年度から始まった事業でいろいろと問題点もありますが、内容を検討し来年度も続けていきます。
　11月まで作業を依頼できますので、冬囲いの手伝い等ありましたら特命企画課までお問い合わせください。

　こういった制度ができるのを待っていた。年を取りちょっとした作業でも、ひとりで
はできなくなった。周りの家の方はいつでも手伝うと言ってくれるが、なかなか気が引
けて頼みづらいので気兼ねなく頼めてとてもありがたい。

　自分の空いた時間に作業ができ、いままで付き合いのなかった人とも知り合えるし、
作業が終われば喜んでもらえて嬉しい。

利用者の声

支援者の声

お手伝い事業利用者・支援者の声
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�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

９
月
11
日
、
12
日
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
（
以
下
Ｇ
Ｐ
）
で
「
新
潟
圏
域
ジ
オ
ガ
イ

ド
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
毎
年
、
佐
渡
、
糸
魚
川
、

苗
場
山
麓
の
３
つ
の
Ｇ
Ｐ
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
長
野
と
新
潟
の
県
境

で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
近
隣
の
南
ア
ル

プ
ス
Ｇ
Ｐ
（
長
野
県
伊
那
市
中
心
）
と
浅
間

北
麓
Ｇ
Ｐ
（
群
馬
県
嬬
恋
村
中
心
）
を
お
誘

い
し
、
５
つ
の
地
域
が
集
ま
り
、
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
容
は
毎
回
各
ジ
オ
パ
ー
ク
で
決

め
る
の
で
す
が
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
あ
ま
り
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
ね
。『
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
力
』と
い
う
本
に
よ
れ
ば「
年

齢
、
性
別
、
能
力
、
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
使
え
る
よ
う
最
初

か
ら
考
慮
し
て
ま
ち
、
も
の
、
情
報
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
そ

の
成
果
」が
一
つ
の
定
義
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
っ
た
方
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

外
国
か
ら
来
た
方
、
ど
ん
な
方
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
パ
ー
ク
。
そ
れ
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
良
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
自
然
環

境
の
中
で
学
び
や
、
観
光
を
お
こ
な
う
た
め

ど
ん
な
方
で
も
楽
し
む
、
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
う
し
た
現
状
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た

め
に
、
今
回
は
、
石
落
と
し
で
の
車
い
す
体

験
や
、
小
滝
古
道
を
歩
い
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
ガ
イ
ド
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

歩
道
等
の
整
備
や
、
ガ
イ
ド
技
術
の
研
鑽

な
ど
、
全
体
的
な
計
画
が
必
要
で
す
ぐ
に
答

え
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
ジ

オ
パ
ー
ク
と
も
意
見
交
換
す
る
中
で
、
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
良
い
経
験
に
な
っ
た

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
今
後
４
年
ほ
ど

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
を
推
進
す
る

こ
と
を
一
つ
の
主
軸
に
し
、
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
使
え
る
」

と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
皆

で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！（
文
責　

越
智
） 

  

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

９
月
１
日
㈰
自
然
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
希
少
種
「
ナ

ガ
レ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
」
を
捜
索
す
る
も
の

で
、
講
師
の
南
雲
敏
夫
執
筆
員
を
含
め

た
５
名
で
北
野
川
の
源
流
ム
ジ
ナ
ザ
ワ

と
カ
ワ
ク
ル
ミ
サ
ワ
を
遡
上
し
ま
し
た

が
、
成
体
は
も
と
よ
り
、
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ

コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
体
は
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
捜
索
は
続

行
し
ま
す
。

　

野
沢
温
泉
村
東
大
滝
の
鈴
木
家
に
伝

わ
る
近
世
・
近
代
に
ま
た
が
る
文
書
は

市
川
交
流
セ
ン
タ
ー（
旧
市
川
小
学
校
）

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
書
の

中
に
は
、
鈴
木
家
が
箕
作
村
の
島
田
三

左
衛
門
と
親
戚
関
係
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
栄
村
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
が
あ

り
ま
す
。

　

９
月
９
日
㈪
歴
史
部
会
執
筆
員
５
名

が
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
同
文
書
を
調

査
・
閲
覧
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
㈰
栄
村
役
場
に
お
い
て
歴

史
第
２
部
会
（
近
代
・
現
代
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
部
員
９
名
中
８
名
が
出
席

し
、
執
筆
員
各
自
が
こ
れ
ま
で
の
調
査

活
動
で
得
た
資
史
料
を
提
出
し
、
情
報

を
共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
回
は
３
月
に
開
催
し
、
原

稿
を
各
自
持
ち
寄
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

自
然
講
座
８
を
開
催
し
ま
し
た

「
鈴
木
家
文
書
」を
調
査
・
閲
覧

歴
史
第
２
部
会
を
開
催
し
ま
し
た 「鈴木家文書」閲覧　於：旧市川小

車いす体験の様子
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栄
村
の
移
住
者
向
け
対

策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

に
つ
い
て

豚
コ
レ
ラ
感
染
拡
大

防
止
に
つ
い
て

栄
村
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
】

・
栄
村
若
者
定
住
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業

　
　

栄
村
に
定
住
す
る
45
歳
以
下
の
方

が
住
宅
を
購
入
し
た
時
に

　
　

４
０
０
万
円
以
上
の
新
築
住
宅
に

対
し
て
２
０
０
万
円

　
　

２
０
０
万
円
以
上
の
中
古
住
宅
に

対
し
て
１
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

・
栄
村
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　
　

村
内
業
者
を
利
用
し
て
50
万
円
以

上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
し
た
場
合

10
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

・
空
き
家
購
入
補
助

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
の
住
宅
を

購
入
し
て
栄
村
に
定
住
し
た
方
に
購

入
額
の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
０
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

・
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
の
住
宅
を

購
入
し
て
栄
村
に
定
住
す
る
方
が
そ

の
住
宅
を
村
内
業
者
を
利
用
し
て
20

　

万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
し

　

た
場
合
か
か
っ
た
費
用
の
５
分
の
４

　
（
上
限
１
０
０
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

【
仕
事
に
関
す
る
こ
と
】

・
栄
村
起
業
支
援
事
業

　
　

栄
村
に
居
住
又
は
事
業
所
等
が
あ

り
、
村
の
振
興
の
た
め
新
た
に
起
業

　

す
る
方
に
10
分
の
８
（
上
限
２
０
０

　

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
】

・
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
給
付

　
　

18
歳
ま
で
の
医
療
費
窓
口
負
担
分

を
給
付
し
ま
す
。

・
に
ぎ
や
か
出
産
祝
い
金

　
　

第
3
子
：
20
万
円
、
第
4
子
：

30
万
円
、
第
5
子
以
上
：
40
万
円
を

出
生
時
に
支
給
し
ま
す
。

・
入
学
祝
い
金

　
　

小
学
校
入
学
時
に
10
万
円
支
給
し

ま
す
。

　

他
に
も
各
種
支
援
事
業
等
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
知
り
合
い
で
移
住
を
考
え

て
い
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
よ

う
な
各
種
支
援
の
あ
る
栄
村
を
是
非
紹

介
し
て
下
さ
い
。

　

県
内
に
お
い
て
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

き
の
こ
狩
り
等
で
山
林
に
入
る
機
会

が
多
く
な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
豚

コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
フ

ン
な
ど
に
混
ざ
り
、
土
な
ど
で
運
ば
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
感
染
拡
大
を
防

　

栄
村
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
採

用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
試
験
の
区
分
・
採
用
予
定
人
員

　

上
級
（
一
般
事
務
） 

若
干
名

　

中
級
（
保
育
士
） 

若
干
名

　

初
級
（
一
般
事
務
） 

若
干
名

　

社
会
人
経
験
者
（
社
会
人
）
若
干
名

◇
試
験
日

　

一
次　

令
和
元
年
12
月
７
日
㈰

　

二
次　

同
日
を
予
定

◇
申
込
受
付
期
間

　

令
和
元
年
９
月
12
日
㈭
か
ら
令
和
元

年
10
月
21
日
㈪
ま
で

　

詳
細
は
、
栄
村
役
場
及
び
秋
山
支
所

の
窓
口
に
あ
る
実
施
要
領
及
び
申
込
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
施
要
領
及
び
申
込
書
は
、
栄
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
行
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

ぐ
た
め
、
下
山
後
は
靴
底
や
衣
類
に
付

着
し
た
土
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
発
見

し
た
場
合
、
む
や
み
に
近
づ
か
ず
、
速

や
か
に
産
業
建
設
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

村
で
は
、
青
倉
第
１
団
地 

１
戸
の

入
居
者
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

施
設
の
所
在
地
、
入
居
基
準
な
ど
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
住
宅　

青
倉
第
１
団
地
Ｂ

◆
地
区
名　

青
倉

◆
戸
　
　
数　

１
戸
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◆
建
築
構
造　

木
造
２
階
建
て

◆
入
居
条
件

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

②
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
村
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
こ
と
（
入
居
後
は
住
民
票
を
異
動

し
て
く
だ
さ
い
）

④
本
人
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

◆
申
込
方
法

　

役
場
窓
口
及
び
秋
山
支
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
申
請
書
に
必
要
事
項
記
入

の
う
え
、
添
付
書
類
と
併
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
申
請
書
は
役
場

Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

役
場
Ｈ
Ｐ
：

http://w
w

w
.vill.sakae.nagano.jp/
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８月火災・救助・救急出動件数

最高気温 37.0℃ ８月13日㈫

最低気温 16.8℃ ８月27日㈫

平均気温 26.1℃ 総 雨 量 302㎜

栄村の気象（８月）

世帯数 815世帯 前月比＋4
人　口 1,811人 ＋2
男 869人 0
女 942人 ＋2

出生 0
死亡 2
転入 7
転出 3

世帯と人口（９月１日現在） ８月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 102 飯山日赤� 10

津南病院� 1
そ の 他� 1
不 搬 送� 1
合　　計� 13
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 33

野沢温泉村 0 1 28

栄　　 村 0 0 13

管 轄 外 等 0 0 5

消したよね　人にまかせず　自分の目

１０月の納税等
○村民税　　　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　9月9日に千葉市に上陸した台風15号で亡く
なられた方々に謹んでお悔やみ申し上げますと
共に、被災された皆様に心よりお見舞い申し上
げます。今年は全国的に雨の日が多く、日本各
地で家屋や農作物等の被害が発生しています。
いざという時に迅速で確実な避難ができるよう
日頃からの防災意識を持ちたいと思います。村
では、10月27日㈰に総合防災訓練を計画してい
ますので、実際に避難行動をとりいざという時
のための確認をしてみてはどうでしょうか。

３
日
㈭　

北
信
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
研
修
会

�

【
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場　

午
後
２
時
半
】

８
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
か
ら
】

17
日
㈭　

や
き
い
も
大
会

【
北
信
保
育
園　

午
前
10
時
】

19
日
㈯　

自
然
講
座
⑨

【
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場　

午
前
９
時
か
ら
12
時
】

20
日
㈰　

栄
村
文
化
祭

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
前
８
時
か
ら
11
時
】

　
　
　
　

栄
村
収
穫
祭

【
役
場
・
村
民
広
場　

午
前
10
時
か
ら
】

27
日
㈰　

栄
村
総
合
防
災
訓
練

【
役
場
・
栄
小　

午
前
８
時
か
ら
11
時
半
】

29
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
か
ら
】

31
日
㈭　

出
前
歴
史
講
座
④

【
森
公
民
館　

午
後
７
時
半
】

11
月

１
日
㈮　

栄
小
学
校
音
楽
会

【
午
前
９
時
半
か
ら
12
時
】

２
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
集
団
健
診
室　

午
前
９
時
か
ら
】

15
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
健
診
室　

午
前
10
時
か
ら
】

28
日
㈪　

乳
児
健
診

【
集
団
健
診
室　

午
後
１
時
か
ら
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　10月31日㈭です
口座振替日
　農協・郵便局　　　10月23日㈬
　八十二銀行・県信　10月25日㈮

生活カレンダー月１０

佑




